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災害への備えとして日頃からどのような情報を得ておく必要があるかを書き
ましょう。

防災気象情報と避難情報　（大雨で土砂災害や洪水による災害への警戒の必要がある場合）
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予想される状況 気象庁が発表する防災気象情報
自治体が発令する
避難情報

私たちが
とるべき行動

約１日程度前，大雨
の可能性が高くなる

半日〜数時間前
大雨が降り始まる

強さ増す

数時間前〜２時
間程度前

大雨が一層激し
くなる

広い範囲で数十
年に一度の大雨

大雨に関する気象情報
気象情報・空の変化
に注意

大雨注意報
災害が起こる恐れがある場合に発表

最新の情報に注意し
て，災害に備えた早め
の準備を
雨（浸水）や風の影響を
受けやすい地区・避難
困難者は早めの行動

大雨警報（土砂災害，浸水害）
　重大な災害が起こる恐れがある場合に発表

土砂災害警戒情報
土砂災害の危険度が非常
に高まったときに発表

○○川氾濫危険情報
氾濫危険水位に到達し
たときに発表

➡避難行動に時間が
かかる人は避難開始
避難勧告

➡通常の避難ができ
る人は避難開始
避難指示

➡まだ避難していな
い人は，すぐに避難

自治体が発令する避
難情報に注意し，必
要に応じ速やかに避
難

大雨特別警報（土砂災害・浸水害）
重大な災害が起こる恐れが著しく
大きい場合に発表

特別警報の発表や避
難勧告が発令済みで
あることを周知

ただちに命を守
る行動をとる
避難場所へ避難する
か，外出することが危
険な場合は家の中で
安全な場所にとどまる

避難準備情報

知っておこう知っておこう

気象庁から提供されている災害発生の危険を知らせる情報ではどのような
内容が伝えられているかを調べましょう。
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東北地方太平洋沖地震における地震の揺れがおさまったあとの避難行動の
結果から，すぐに避難しなかった理由を考え，話し合いましょう。
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4.  災害から命を守る情報収集②第３章
副読本
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東北地方太平洋沖地震における被災３県の「地震の揺れがおさまったあとの避難行動」

Ａ. 揺れがおさまった直後にすぐ避難した。
Ｂ. 揺れがおさまった後，すぐには避難しなかった。（なんらかの行動を終えて避難した）
Ｃ.揺れがおさまった後，すぐには避難しなかった。（なんらかの行動をしている最中に津波が迫ってきた）
Ｄ. 避難していない。（高台など避難の必要がない場所にいた）
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知っておこう知っておこう

誰にでもありうる心理状態を知り，災害時の適切な避難行動がとれるようにしましょう。

●正常性バイアス・楽観主義バイアス
「バイアス」とは，考えや意見に偏りを生じさせるものをいいます。
人は異常事態に遭遇したとき，なるべく正常であると解釈しようとする傾向があります。「どうせこ

んなことは起こるはずがない。」「信じられない。」と自分にとって都合の悪い情報を無視したり，目の
前に起きていることを過小評価したりしてしまい，何かの間違いだと思うことがあります。この心理的
傾向を『正常性バイアス』といいます。
また，できるだけ楽観的に解釈しようとする傾向もあります。異常事態に遭遇しても「いつもと変わ

らない。」「自分だけは大丈夫。」と自分の身に降りかかることは少ない，楽観的な側面から見ようとし
ます。この心理的傾向を『楽観主義バイアス』といいます。

●多数派同調バイアス
人はどうしていいかわからないとき，ほかの人と同じ行動をとること，迷ったときは周囲の人の動き

を探りながら行動をとることが安全だと考える傾向があります。「みんながそうしているから。」「ほか
の人も逃げていないから。」と，とりあえず周りに合わせようとする心理的傾向を『多数派同調バイアス』
といいます。

災害時，適切な避難行動をとれない心理


